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自分たちで植えた玉ねぎを収穫。
とれたてをみんなで食べます。（草内幼稚園）

P2
田植え体験―三山木小学校―
米粉レシピ⑤

!!

P3
レモンプロジェクト
P4
「村」 打田地区
プレゼントクイズ

保存版②
Change! 農業委員会法

　京田辺市の各幼稚園・小学校で
は、子どもたちに農作物を育てる
喜びを知ってほしいと、地元農家
などの協力で農業体験を行ってい
ます。未来の担い手たちは、地元
の土に触れながら農作物をつくる
喜びや苦労を学んでいます。
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14 打 田 地 区 農 業 委 員

山
に
囲
ま
れ
た
打
田
の
町
並
み

加 藤 　岩 男 　委 員

　 打 田 地 区 は 、 市 南 部 に 位 置 す

る 普 賢 寺 地 域 の 最 南 端 、 山 間 部

に あ る 旧 打 田 村 で す 。 奈 良 県 生

駒 市 ・ 精 華 町 に 隣 接 し 、 陸 上 自

衛 隊 の 祝 園 （ ほ う そ の ） 分 屯 地 が

近 く に あ り ま す 。 太 平 洋 戦 争 で

「 加 藤 隼 戦 闘 隊 」 を 率 い 、 軍 神 と

謳 わ れ た 加 藤 建 夫 の 父 親 、 加 藤

鉄 蔵 の 出 身 地 で も あ り ま す 。

　 1 1 3 世 帯 、 2 7 4 人 が 暮 ら

す 小 さ な 集 落 で 、 主 に 水 稲 や タ

ケ ノ コ な ど の 野 菜 を 収 穫 ・ 出 荷

し て い ま す 。

　 去 る ５ 月 30 日 に は 、 日 本 で 最

も 権 威 あ る 自 転 車 ロ ー ド レ ー ス

「 ツ ア ー ・ オ ブ ・ ジ ャ パ ン 」 の 京 都

ス テ ー ジ に 京 田 辺 市 が 選 ば れ 、

打 田 地 区 内 の 道 路 も コ ー ス の 一 部

と し て 、 熱 戦 が 繰 り 広 げ ら れ ま し

た 。 今 後 、 毎 年 開 か れ る こ の 大 会

を 目 標 に し て 、 多 く の 自 転 車 乗 り

が こ こ を 訪 れ 、 地 区 を 活 性 化 し て

く れ る こ と と 期 待 し て い ま す 。

　 そ の 反 面 、 地 域 の 課 題 も 多 く 、

地 区 住 民 の 半 数 近 く が 60 歳 以 上

の 高 齢 者 で あ り 、 担 い 手 不 足 の

中 、 傾 斜 地 ・ 棚 田 が 多 く 草 刈 り

な ど の 作 業 が 大 変 で す 。 ま た 、 約

10 年 前 か ら 有 害 鳥 獣 で あ る イ ノ

シ シ が 出 没 し だ し て 、 田 畑 を 荒

ら す の で 対 策 が 必 要 で す 。 山 間

部 で の 農 作 業 は 苦 労 が 多 い で す

が 、 地 元 の 農 地 が 荒 れ な い よ う

に 守 っ て い き た い と 思 い ま す 。

市 最 南 端 の 変 わ ら な い 町 並 み

打
田
地
区 打
田

農
業
委
員
北
川
 章
光

　
九
州
熊
本
で
、
震
度
５
以
上
の
大

地
震
が
頻
発
す
る
と
い
う
、
史
上
例

の
な
い
大
災
害
が
起
こ
り
ま
し
た
。

被
災
者
の
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
市
で
も
、
常

日
頃
か
ら
災
害
へ
の
対
策
を
心
掛

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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カチッ

市
内
で
も
有
数
の
美
し
い
棚
田
の
風
景
で
す
。

遊
休
農
地
の
課
税
強
化
 農
水
省

く
わ
し
く
は

検
索

検
索

　
農
業
委
員
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る「
農
地
利

用
状
況
調
査（
８
月
実
施
予
定
）」
で
、遊
休
農
地

（
農
地
と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
て
い
な
い
）と
判

定
さ
れ
、「
利
用
意
向
調
査
」の
対
象
と
な
っ
た

農
地
は
、調
査
へ
の
回
答
後
、６
ヶ
月
経
っ
て
も

改
善
が
見
ら
れ
な
い
と
き
は
、農
地
中
間
管
理
機

構
と
協
議
を
す
る
旨
を
所
有
者
等
に「
勧
告
」を

し
ま
す
。こ
の
場
合
、該
当
農
地
の
課
税
が
実
質

強
化
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
2
9
年
度
か
ら
課
税
が
強
化
さ
れ
ま
す

前
回
の
正
解
は

　
○
に
入
る
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
の
う
ぎ
ょ
う
委
員
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を
書
い

て
、
メ
ー
ル
・
郵
送
・
持
参
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
イ
ズ
の
正
解
・
当
選
者
は
、
次
号
で
発
表
し
ま
す
。

応
募
期
限
＝
平
成
28
年
8月

15
日（

月
）ま

で（
当
日
消
印
有
効
）

発
送
予
定
時
期
＝
同
28
年
10
月
頃

郵
送
先
＝
農
業
委
員
会
事
務
局（

〒
61
0-
03
93
〈
住
所
不
要
〉、

　
　
：
no

ug
yo
@
ky
ot
an

ab
e.
jp
）

件
名
に
は
「
農
業
委
員
会
ク
イ
ズ
」

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

今
号
の
ク
イ
ズ

答
え

京
田
辺
産

新
米

レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
し
た
同
志
社
女
子
大
学
の

バ
ー
チ
ャ
ル
企
業
の
名
前
は
？

レ
モ
　
ク
ト

農
地
パ

レ
モ
ネ
ク
ト
社
長
 堀

部
さ
ん

ト
ロ
ー
ル

5k
g

5名
様



農業の最新情報を提供する全国農業新聞の申し込み・農業者のための公的な年金制度である農業者年金の加入相談を随時受け付けています。お気軽に農業委員会事務局まで!

　今回のレシピは、あんこ
をくるんだよもぎ団子です。
私も義母から教わりました。
摘みたてのよもぎを練り込ん
だ懐かしい味です。みなさ
んも挑戦してみてください。
 （森田典子委員）

作り方

第５回
使おう! 食

べよう!

米粉レシピ

①★をあわせてこねる
②蒸し器に入れて２５分間蒸す
③蒸し上がったら、茹でたよもぎ（粉末

よもぎ）を加えてよくこねる

★

材  料（約20個分）
米粉
砂糖
よもぎ
あん

250g
50g

お湯
塩

190ml
少々

お好みで（粉末でもOK）
適量

加入しませんか農業者年金
国民年金に上乗せする公的な年金制度です

豊かな老後生活のために

1.
2.
3.
4.
5.
6.

農業者なら広く加入できる
積立方式・確定拠出型で安定した年金財政
保険料の国庫補助
保険料は2万円から自由に選択可能
税制面で大きな優遇
80歳までの保証がついた終身年金

くわしくは農業委員会事務局まで

　
全
国
農
業
新
聞
は
、農
業
の
最
新
情

報
を
提
供
。農
業
全
般
の
情
報
や
地
域

の
明
る
い
話
題
な
ど
も
紹
介
し
、ご
家

族
や
非
農
家
も
楽
し
め
ま
す
。

■
毎
週
金
曜
日
発
行
■
B
3
版
8
〜

10
ペ
ー
ジ
■
月
額
7
0
0
円（
送
料
、

消
費
税
込
）■
購
読
の
お
申
し
込
み

は
、農
業
委
員
会
事
務
局
へ
■
発
行

所
：
全
国
農
業
会
議
所

家
族
・
非
農
家
も

楽
し
め
る
新
聞
で
す
。

④丸めた餅を手のひらで軽く押し付けて
平らにする

⑤あんを入れて２つ折りにする

とろける食感
●登録要件（連絡はメールで行います）

市内に在住し、メールアドレスを所有する人
レモン加工等の企画・立案への参画
草むしり等、軽作業の手伝い（任意）

■8月5日に第一回レモンミーティングを開催予定
　京田辺市産業祭への加工品展示を目標に、加工のアイデア
会議を計画しています。くわしい要件は、サポーター登録後
メールで告知します。

【対　象】
【内　容】

米粉よもぎ団子

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
農
業
委
員
会
で
は
、遊
休
農

地
を
利
用
し
て
未
来
の
特
産
品

を
生
み
出
す「
レ
モ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、同
志
社
女
子
大
学
生

７
人
が
立
ち
上
げ
た
バ
ー
チ
ャ

ル
企
業
「Lem

o
n
n
e
ct

（
レ

モ
ネ
ク
ト
）」が
レ
モ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
く
れ
ま

し
た
。
農
業
委
員
会
・
レ
モ
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
、未
来
の

特
産
品
を
生
み
出
す
一
翼
を

担
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
彼
女
た
ち
と
と
も
に
果
実
加

工
の
ア
イ
デ
ア
を
一
緒
に
考
え

て
い
た
だ
く
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

田植え体験田植え体験
6月1日

同志社女子大学
バーチャル企業「Lemonnect」が参加

レモンサポーター大募集!!

nougyo@kyotanabe.jp でも受け付けます。
くわしくは農業委員会または地区の農業委員までご連絡ください。

　6月14日、レモンほ場の管理に今回はメンバー5
人で初参加しました。農地での作業は初めてで、草
刈りや肥料をあげる体験をしました。実際にレモ
ンの木に実がなり始めているのを見ると、今後の
成長がとても楽しみです。
　このレモンを使った新し
い特産品づくりをみなさん
と企画したいと思っていま
す。よろしくお願いします。

未
来
の
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
！

未
来
の
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
！

④の時に模様のついた板などに
押さえると柄ができて美しくなります
（写真はクリスタル鉢で模様をつけました）
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レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
三
山
木
小
学
校
で
は
、
児
童
が

農
業
へ
の
理
解
や
親
し
み
を
深
め

る
た
め
、
近
隣
農
家
の
農
地
を
利

用
し
た
「
田
植
え
体
験
」
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
、
５
年
生
の
88
人
が

地
元
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か

ら
田
植
え
を
教
わ
り
ま
し
た
。
家

が
農
家
で
も
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
こ

と
の
あ
る
子
は
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
初
体
験
。
初
夏
の
空
の
下
、

児
童
た
ち
は
裸
足
に
な
り
畦
へ
一

列
に
整
列
す
る
と
、
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
や
カ
エ
ル
が
泳
ぐ
田
ん
ぼ

へ
。「
ぬ
る
ぬ
る
す
る
」「
歩
き
に

く
い
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
、
昔

な
が
ら
の
定
規
を
使
う
方
法
で

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
約
一
千
本

を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
定
植
し
た
苗
は
、
秋
に
収
穫
体

験
の
授
業
で
刈
り
取
ら
れ
、
み
た

ら
し
だ
ん
ご
を
つ
く
り
ま
す
。

今
日
は
私
た
ち
5
人
と

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
3
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

レ モ ネ ク ト

吉川さん徳山さん堀部さん志水さん黒台さん

小学校の特別授業小学校の特別授業

三山木小学校5年生

一本一本ていねいに

植える場所を決めて
抜けないように
ぐっと押し込んで!

田植えが
初めての人は?
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！

未
来
の
特
産
品
を
つ
く
ろ
う
！

④の時に模様のついた板などに
押さえると柄ができて美しくなります
（写真はクリスタル鉢で模様をつけました）
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レ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
三
山
木
小
学
校
で
は
、
児
童
が

農
業
へ
の
理
解
や
親
し
み
を
深
め

る
た
め
、
近
隣
農
家
の
農
地
を
利

用
し
た
「
田
植
え
体
験
」
を
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
、
５
年
生
の
88
人
が

地
元
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
か

ら
田
植
え
を
教
わ
り
ま
し
た
。
家

が
農
家
で
も
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
こ

と
の
あ
る
子
は
少
な
く
、
ほ
と
ん

ど
が
初
体
験
。
初
夏
の
空
の
下
、

児
童
た
ち
は
裸
足
に
な
り
畦
へ
一

列
に
整
列
す
る
と
、
オ
タ
マ
ジ
ャ

ク
シ
や
カ
エ
ル
が
泳
ぐ
田
ん
ぼ

へ
。「
ぬ
る
ぬ
る
す
る
」「
歩
き
に

く
い
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
、
昔

な
が
ら
の
定
規
を
使
う
方
法
で

「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
の
苗
約
一
千
本

を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　
定
植
し
た
苗
は
、
秋
に
収
穫
体

験
の
授
業
で
刈
り
取
ら
れ
、
み
た

ら
し
だ
ん
ご
を
つ
く
り
ま
す
。

今
日
は
私
た
ち
5
人
と

サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
3
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

レ モ ネ ク ト

吉川さん徳山さん堀部さん志水さん黒台さん

小学校の特別授業小学校の特別授業

三山木小学校5年生

一本一本ていねいに

植える場所を決めて
抜けないように
ぐっと押し込んで!

田植えが
初めての人は?



2016
.3 発

行

自
分
た
ち
で
植
え
た
玉
ね
ぎ
を
収
穫
。

と
れ
た
て
を
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。（
草
内
幼
稚
園
）

P2田植
え
体
験
―
三
山
木
小
学
校
―

米
粉
レ
シ
ピ
⑤

!!

P3レモ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

P4
「
村
」 打
田
地
区

プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ

保
存
版
②

Change! 農
業
委
員
会
法

　
京
田
辺
市
の
各
幼
稚
園
・
小
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
農
作
物
を
育
て
る

喜
び
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
地
元
農
家

な
ど
の
協
力
で
農
業
体
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
未
来
の
担
い
手
た
ち
は
、
地
元

の
土
に
触
れ
な
が
ら
農
作
物
を
つ
く
る

喜
び
や
苦
労
を
学
ん
で
い
ま
す
。

N
o.732016

7
月
号

平
成
28年

７
月
15日

発
行

広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会
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打
田
地
区
農
業
委
員

山に囲まれた打田の町並み

加
藤

　岩
男

　委
員

　
打
田
地
区
は
、
市
南
部
に
位
置
す

る
普
賢
寺
地
域
の
最
南
端
、
山
間
部

に
あ
る
旧
打
田
村
で
す
。
奈
良
県
生

駒
市
・
精
華
町
に
隣
接
し
、
陸
上
自

衛
隊
の
祝
園
（
ほ
う
そ
の
）
分
屯
地
が

近
く
に
あ
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で

「
加
藤
隼
戦
闘
隊
」
を
率
い
、
軍
神
と

謳
わ
れ
た
加
藤
建
夫
の
父
親
、
加
藤

鉄
蔵
の
出
身
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
1
1
3
世
帯
、
2
7
4
人
が
暮
ら

す
小
さ
な
集
落
で
、
主
に
水
稲
や
タ

ケ
ノ
コ
な
ど
の
野
菜
を
収
穫
・
出
荷

し
て
い
ま
す
。

　
去
る
５
月
30
日
に
は
、
日
本
で
最

も
権
威
あ
る
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

「
ツ
ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
京
都

ス
テ
ー
ジ
に
京
田
辺
市
が
選
ば
れ
、

打
田
地
区
内
の
道
路
も
コ
ー
ス
の
一
部

と
し
て
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
、
毎
年
開
か
れ
る
こ
の
大
会

を
目
標
に
し
て
、
多
く
の
自
転
車
乗
り

が
こ
こ
を
訪
れ
、
地
区
を
活
性
化
し
て

く
れ
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、
地
域
の
課
題
も
多
く
、

地
区
住
民
の
半
数
近
く
が
60
歳
以
上

の
高
齢
者
で
あ
り
、
担
い
手
不
足
の

中
、
傾
斜
地
・
棚
田
が
多
く
草
刈
り

な
ど
の
作
業
が
大
変
で
す
。
ま
た
、
約

10
年
前
か
ら
有
害
鳥
獣
で
あ
る
イ
ノ

シ
シ
が
出
没
し
だ
し
て
、
田
畑
を
荒

ら
す
の
で
対
策
が
必
要
で
す
。
山
間

部
で
の
農
作
業
は
苦
労
が
多
い
で
す

が
、
地
元
の
農
地
が
荒
れ
な
い
よ
う

に
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
最
南
端
の
変
わ
ら
な
い
町
並
み

打田地区

打田

農業委員 北川 章光

　九州熊本で、震度５以上の大
地震が頻発するという、史上例
のない大災害が起こりました。
被災者の方々に衷心よりお見舞
い申し上げます。本市でも、常
日頃から災害への対策を心掛
けたいと思います。

編
集
／
広
報
ア
イ
デ
ア
委
員
会

発
行
／
京
田
辺
市
農
業
委
員
会（
京
都
府
京
田
辺
市
田
辺
80）

き
ょう
た
な
べ
 の
う
ぎ
ょう
委
員
会
だ
よ
り

2016年
７
月
号（
平
成
28年

７
月
15日

発
行
）

電
話
／
0774-64-1368

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
京
田
辺
市
農
業
委
員
会

検
索

カ
チ
ッ

市内でも有数の美しい棚田の風景です。

遊休農地の課税強化 農水省くわしくは 検索検索

　農業委員会が毎年行っている「農地利
用状況調査（８月実施予定）」で、遊休農地
（農地として有効利用されていない）と判
定され、「利用意向調査」の対象となった
農地は、調査への回答後、６ヶ月経っても
改善が見られないときは、農地中間管理機
構と協議をする旨を所有者等に「勧告」を
します。この場合、該当農地の課税が実質
強化される場合があります。

平成29年度から課税が強化されます

前回の正解は

　○に入るクイズの答えと、住所・氏名・年齢・電話番
号・のうぎょう委員会だよりへのご意見・ご感想を書い
て、メール・郵送・持参で応募してください。
クイズの正解・当選者は、次号で発表します。
応募期限＝平成28年8月15日（月）まで（当日消印有効）
発送予定時期＝同28年10月頃
郵送先＝農業委員会事務局（〒610-0393〈住所不要〉、
　　：nougyo@kyotanabe.jp）
件名には「農業委員会クイズ」
と記入してください。

今号のクイズ

答え

京田辺産

新米
レモンプロジェクトに
参画した同志社女子大学の
バーチャル企業の名前は？

レモ　クト

農地パ

レモネクト社長 堀部さん

トロール

5kg
5名様



Change！
農業委員会法

保 存 版 ②
平成28年４月１日から

改正農業委員会法が
施行されました。

　本紙では、改
正案の主な内容
を数回に分けて
お知らせします。
のうぎょう委員
会だよりから抜
き取り、保存し
てください。

京田辺市では、平成29年7月
に最大11人の推進委員が委嘱
され活動をはじめます。

　京田辺市では、改正農業委員会法の施
行により、現農業委員の任期が満了する
平成29年７月で、現行の27人体制から、
最大14人体制へと変わります。そのメン
バーには、認定農業者、農業分野以外の
中立者、青年・女性の積極的な登用など
さまざまな任命要件が定められています。

■お問い合わせ先　農業委員会事務局　☎64-1368

農地の所有者には、農地を適正に利用・管理する義務があります。（農地法）

改正されて
何が変わる？

農地利用
最適化推進委員が
新たに設置されます。

農業委員の人数や選出方法も変わります。

裏面で説明

平成29年7月からの新体制で
は、青年・女性・農業分野以
外の中立者も任命されます。

青年 女性

のう ち り よう

さい てき か すい しん い いん

農業委員については次号で詳しく説明します。



担い手への集積・集約 耕作放棄地の防止・解消 新規参入の促進

総会などに出席 指針の作成に参画

２

農委・農地制度
のう い のう せいち ど

農地の貸し借りや
集約化を担います。

農地利用最適化推進委員が新設

ここが
変わる!

　農業委員とともに担い手へ
の集積・集約化、耕作放棄地
の発生防止・解消、新規参入
の促進を進め
る委員です。

主な役割

　地域の話し合いなどを通じ
た農地の貸し手・借り手の掘
り起こし活動を行います。
　担い手への農地の集積・集
約化に取り組みます。

　耕作放棄地は草が繁茂し病
害虫が発生するなど周囲に多
大な影響を及ぼします。その
ため、適切な耕作・管理を行
うよう指導し、解消するための
相談に乗ります。

　農地利用最適化推進委員
は、農業委員会総会などに
出席し、意見を述べることが
できます。その意見は、農
業委員が議決（審議）を行
う際に十分に考慮されます。

　農業委員会が定める農地
の利用の最適化の推進に関
する指針を定めたり変更した
りするときは、推進委員の意
見を聴かなければならないこ
とになっています。

　新たに農業を始めたい人・
企業の参入を促進します。
　地域との架け橋となり、農
業を始め、安定して続けてい
けるための相談・支援を行い
ます。

農業委員会の仕事である「農地利用の最適化」を進める委員です。

１

農業委員会の活動に対して
強い意見力があります。

農地利用最適化推進委員は

農地利用最適化推進委員は 　京田辺市農業委員会の活動
は、各地域（大住・田辺・草内・
三山木・普賢寺）の状況に柔
軟に対応するため、農業委員
と農地利用最適化推進委員の
連携が重要です。

のう ち り よう さい てき か すい しん い いん

農地利用最適化推進委員

農業委員会総会に出席し、意見を述べます。

農業委員




